
若者の地方体験交流 募集概要 

福岡県糸島市
いとしまし

（人口：101,857 人）    

（体験内容等） 
  白糸の森では、のびのびと五感で感じる農業、１年を通じた農作物を作る楽しみ、収穫したものをいただくことによる感謝
の気持ちを体感するイベントを開催しています。米、野菜の苗の植え付けから収穫、たけのこ掘りやハイキングなど、里山なら
ではの盛りだくさんのメニューを準備しています。ぜひお子様と一緒にご参加ください。 

（受入期間）毎月１回開催（第３日曜日を予定）※要予約 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
 ＪＲ筑前前原駅近く 糸島市コミュニティーバス（白糸線）「前原駅南」から「白糸の森」（所要時間約２６分） 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  小学生親子 
○ 応募締切  定員２０組 
○ 費用負担  子ども 1,200 円 大人 2,500 円（8 月と 12 月は別途材料費が必要） 

※半年コース（４～９月、10 月～3 月）で１５%引き 
○ 宿泊施設  なし 
○ 食   事  参加費に昼食代込み 
○ そ の 他  詳細についてはＨＰ、もしくは問い合わせ先にご確認ください。 
（担当者から一言） 
毎月いろいろなメニューが用意されており、リピーターも多く、特にお子様たちに人気です。 
心地よい疲れと、大きな満足感を得ることができます。 
ぜひご参加ください。 
ＨＰ、Facebook に活動内容等のせています。「白糸の森」で検索してください。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 白糸の森 大串 
TEL  090-7459-0680  E-mail sunkakuya_ekimae_0728@yahoo.co.jp   
URL：https://shiraitonomori.com/  

   

体験種目：農林漁業体験 

盛りだくさんの 

参加メニューです。 

お待ちしています！ 



若者の地方体験交流 募集概要 

福岡県広川町
ひろかわまち

（人口：19,627 人）    

（体験内容等） 
・伝統工芸や農業の見学、体験 
・地域イベントへの参加  ・町職員や定住支援員、地域おこし協力隊との交流  など 
＊内容に関しては、受入の時期や期間、参加者のご希望などをお打ち合わせしながら調整します。 

（受入期間）  随時（お試し居住制度 １～１９泊２０日まで） 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
・JR 荒木駅よりタクシーで 20 分程度 ・西鉄バス 川瀬バス停からタクシーで 10 分程度 
・堀川バス久留米線 吉常バス停より徒歩 10 分 ＊詳しくはご相談ください。 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  広川町への移住を検討していること 
○ 応募締切  利用希望日の１０日までに申請（HP より） 
○ 費用負担  交通費：参加者負担  食事代：参加者負担  

宿泊費：現在料金改正中のため詳細はお問い合わせください。 
○ 宿泊施設  ゲストハウス Orige（広川町移住定住促進センター兼滞在交流施設） 
○ 食   事  Orige 共有キッチンにて自炊 
○ そ の 他  滞在期間中、自身のブログ等で情報発信にご協力いただくか、もしくは広川町の広報、HP、SNS 等での

情報発信にご協力をお願いします。 
（担当者から一言） 
イチゴ、花卉、八女茶などの農業、久留米絣、八女すだれなどの伝統工芸、町の中心を走る高速道路を中心に発展した
工業団地。広川町は、いろいろなものづくりが息づく町です。自然豊かでありながら、福岡都市部までの車で 60 分かからな
い。穏やかな雰囲気を感じなら、ゆっくりと過ごしてみませんか？お気軽にご相談ください。 

（お問合せ先） 
広川町役場 政策調整課 政策調整係 担当：黒田康裕 
TEL：0943-32-0106（直通） E-mail：seisaku@town.hirokawa.lg.jp  
URL：http://www.town.hirokawa.fukuoka.jp（広川町役場 HP） 
    https://hirokawa-newedition.org（地方創生プロジェクト：ひろかわ新編集 HP） 

    

（イメージ・PR 欄） 

体験種目：地域づくり活動 
           就業体験 

◀申込みはコチラ 

ページ内 申込みフォームより 

※お申込みの前に一度ご連絡ください。 



若者の地方体験交流 募集概要 

佐賀県伊万里市
い ま り し

（人口：54,569 人）    

（体験内容等） 
○ 「フットパス」体験（※）  
（※） 「フットパス」とは、森林や田園地帯、古い街並みなど地域に昔からあるありのままの風景を楽しみながら歩くことで、

これを実施することによる交流人口の増加で、地域経済の活性化、地域資源の保全、伝統文化の保存ができる。 
     現在、大川野コース、城・峰コース、駒鳴コース、楠久・津コースの４コースがあり、そのほか新たなコース作りも 

進められている。 
（受入期間） 随時参加可 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
①大川野コース：ＪＲ筑肥線 大川野駅前発着・２時間３０分 
②城・峰コース：いまりんバス 城バス停下車徒歩１分 城公民館発着・１時間３０分～１時間４０分 
③駒鳴コース：ＪＲ筑肥線 駒鳴駅下車徒歩６分 駒鳴運動広場発着・２時間３０分 
④楠久・津コース：ＭＲ 楠久駅下車徒歩１０分 本光寺駐車場発着・２時間３０分 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  老若男女問わず参加可／小雨決行（荒天の場合は中止） 
○ 応募締切  開催日の１週間前までに申し込んでください。 
○ 費用負担  大人２，０００円／子供（中学生以下）１，０００円 

（下記記載の食事代、傷害保険料を含む） 
○ 宿泊施設  大川町（大川野コース及び駒鳴コース）は民泊施設あり 
○ 食   事  縁側カフェとして、フットパス弁当・地元の果物等を提供 
○ そ の 他  歩きやすい服装・靴着用、飲み物持参 
（担当者から一言） 

フットパスは、地域に昔からあるありのままの風景を歩くことでその地域の魅力を再発見することができるほか、地域住民 
との交流も図ることができる観光ツールです。是非、体験してみてください。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名  伊万里フットパス協会 会長 野﨑 忠秋（のざき ただあき） 
TEL 090-5926-3777  E-mail t-nozaki@m2.ihn.jp  

    

体験種目：地域づくり活動 
     暮らし・イベント体験 



若者の地方体験交流 募集概要 

長崎県対馬
つ し ま

市
し

（人口：30,271 人）    

（体験内容等）・地域づくり、環境保全の最前線レクチャー＆ふりかえりグループワーク 
・環境保全活動体験、農林漁業体験、島暮らし体験 
・課題グループワーク＆塾長（市長）へのプレゼンテーション 

（受入期間）  令和２年８月下旬～９月上中旬の３泊４日程度（開催日詳細未定） 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
・海路・・・博多港からフェリーで 4 時間 30 分（厳原港）、博多港からジェットフォイルで 2 時間 15 分（厳原港） 
・空路・・・福岡空港あるいは長崎空港から飛行機で約 35 分 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  SDGs に関心を持ち、積極的にコミュニケーションを取りながら現場で学ぶ意欲（定員３０名） 
○ 応募締切  令和２年７月頃 
○ 費用負担  対馬までの交通費、参加費（１万 5 千円）。参加費に傷害保険料、テキスト代、宿泊費、食費含む 
○ 宿泊施設  農林漁家民宿（参加費に含まれます） 
○ 食   事  参加費に含まれます 
○ そ の 他  募集の詳細は 4 月～5 月上旬までの間に「対馬市域学連携ポータルサイト」に掲載します。 
（担当者から一言）対馬市では、SDGs に本格的に取り組む予定です。国境離島である対馬は、過疎化といったローカ
ルな地域課題だけでなく、グローバルな問題を数多く抱えています。特に海ごみ（海洋プラスチックごみ）が日本で一番多く
流れ着く島であり、気候変動の影響も深刻化しつつあります。“グローカル”な視点で国際協調しながら SDGs に本気で取り
組めば、次世代にわたって森里海の恵み（＝生態系サービス）を享受し、島でいつまでも安心して暮らすことができると考え
ています。学生の皆さんには、対馬という「場の教育」を通じ、物事のリアリティに触れ、自身のマインド・モチベーションを高める
とともに、SDGs 達成のための考え方や手法を現場目線で学びとってほしいと思っています。そのことで、皆さんが SDGs の旗
手となり、持続可能な社会を担う真のグローカル人財として活躍してほしいと願っています。 
（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 対馬市 しまづくり推進部 しまの力創生課 係長 前田剛 
TEL：0920-53-6111       E-mail：ikigaku@city-tsushima.jp   
URL：http://fieldcampus.city.tsushima.nagasaki.jp/  

   

体験種目：地域づくり活動 

QR コード 

対馬市 SDGs 実践塾 

現場で学ぶ SDGs 



若者の地方体験交流 募集概要 

長崎県南島原市
みなみしまばらし

（人口：45,171 人）    

（体験内容等） 
南島原市内の地元企業へのインターンシップ 
・ 結婚式場・・・フロント受付、ホール接客、調理補助    ・ 製麺所・・・・・営業、商品企画、製造  
・ 農業組合法人・・・店舗における加工・販売商品開発等  ※その他様々な体験内容がございます。 

（受入期間）  通年（詳しくはお問い合わせください）、5 日間程度 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
① 島原駅：バス１時間 ②島原港:バス 45 分 ③口ノ津港:バス３０分 
 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  大学、短大、大学院生で５日以上の活動を実施する者 
○ 応募締切  詳しくはお問い合わせください。 
○ 費用負担  現地までの往復交通費:１/２以内（上限額１万円） 
          宿泊費:５千円/１泊（上限額３万円） 
          食事代:原則、各自負担 
○ 宿泊施設  受入事業所に御確認ください。 
○ 食   事  受入事業所に御確認ください。 
○ そ の 他  詳しくはお問い合わせください。 
（担当者から一言） 
 長崎県の島原半島南部に位置する南島原市。史跡「原城跡」は、世界文化遺産に登録されています。農産物をはじ
め、特産の島原手延そうめん等、絶品の食べ物ばかり。田舎の温かな空気を吸い込みながら働きましょう！ 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 長崎県南島原市 地域振興部地域づくり課 山中 康弘 
TEL 090-3602-3524   E-mail teijyu@city.minamisimabara.lg.jp   
URL：https://www.city.minamishimabara.lg.jp/page694.html 

   
 

体験種目：就業体験 

 



若者の地方体験交流 募集概要 

熊本県宇城市
う き し

（人口：58,799 人） 

（体験内容等） ※体験時の状況により変更となる可能性があります。 
① 古民家内の清掃・片付けなど（古民家ゆえに面倒な清掃や整理整頓） 
② 地元の地域活性化グループとの交流 
③ 郷土料理・地元産品を使った加工品づくりの体験 

（受入期間） 
3 泊 4 日 ※4 月～9 月に 1 組、10 月～3 月に 1 組。1 組 2～3 人程度。 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
JR 小川駅（JR 熊本駅から約 25 分）から徒歩約 35 分 ※タクシーで約 5 分 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  商店街の活性化、古民家の活用に興味がある人。 
○ 応募締切  随時 ※参加する日の 2 ヶ月前を目途にご相談ください。 
○ 費用負担  現地までの交通費・食事代は自己負担。宿泊費は無料です。 
○ 宿泊施設  風の館・塩屋（明治 39 年に建てられた古民家） 
○ 食   事  自炊 
○ そ の 他  詳しくは、宇城市 HP をご覧ください。 

（担当者から一言） 
風の会は、地元で商店街を中心とした地域の活性化などに取り組む女性グループです。平成 11 年に改修した古民

家・塩屋で、様々な活動を行っています。古民家の活用、地域づくりに興味がある方をお待ちしています。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 熊本県宇城市 企画部まちづくり観光課 宮﨑 美紀 
TEL 0964-32-1111  E-mail machizukurikankoka@city.uki.lg.jp  
URL：http://www.city.uki.kumamoto.jp/  

   
 

体験種目：暮らし・イベント体験 

築 100 年超の古民家で体験する 
 宇城市・小川町の「田舎暮らし」 



若者の地方体験交流 募集概要 

大分県佐伯市
さ い き し

（人口：70,665 人）   

 

（体験内容等） 
・深島食堂での島に来た方への接客 
・島の暮らし全般（島の清掃、食料調達、海であそぶなど） 
・深島みそ仕込み ・マリンスポーツ（カヤック、シュノーケリング、ビーチコーミングなど） 
・その他希望により対応可能（研究、調査など） 
（受入期間）  GW 期間・７月上旬～９月中旬 ※希望によっては 1 年中対応可能 
（体験期間）   3 日～2 週間（目安） 
（最寄りの交通機関・所要時間） 
JR 日豊線（佐伯駅下車）→大分バス道の駅かまえ行約 50 分→（蒲江下車）→徒歩 1 分→離島航路蒲江交通
（屋形島経由深島港下船）約 30 分 
（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  島暮らしを体験してみたい方、人とのふれあいが好き、又はふれあいたい方、少しの虫なら大丈夫な方。 
○ 応募締切  随時受付 
○ 費用負担  現地までの交通費：自己負担、宿泊費・食事代：基本的になし 
○ 宿泊施設  でぃーぷまりん宿泊施設「しんきや」もしくは深島地区施設もしくはホームステイ 
○ 食   事  ３食提供 
○ そ の 他  作業ができる服装、靴（夏季はサンダル）、必要なおやつや水（島には売店や自動販売機などはなにも
ありません） 

（担当者から一言） 
人口 15 名ほどの小さな島です。海がとってもきれいで、自然豊か、のびのびと自分らしさを見つけたり、自分と向き合ったり、
リフレッシュできると思います。夏季はシュノーケリングもしているので、海が好きな方大歓迎！もちろん泳げなくても大丈夫で
す♪自然、田舎好きな方、もっと素直に生きたい方など、お待ちしています！！ 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 地域振興部 コミュニティ創生課 移住・定住推進係 
TEL  0972-22-3033  E-mail saiki-eiju@city.saiki.lg.jp   
URL：http://fukashima.com/  

   
 

体験種目：暮らし・イベント体験 

QR コード 



若者の地方体験交流 募集概要 

鹿児島県鹿児島市
か ご し ま し

（人口：約 600,000 人）    

（体験内容等） 
○ 東京都内で鹿児島市のことを知り、座学講座 ４、５回程度 
○ 鹿児島市内での現地実習 １、２回程度 

（桜島島内や市街地を巡るほか、まちづくりやまちを楽しむ活動を行うグループとの交流、鹿児島暮らしの体験 など） 
○ 鹿児島市との新たな関わり方プランの発表 など 

（受入期間） 都内での座学 ９月～２月の間で４、５回程度  現地実習 １０月～２月の間で１、２回程度 

（最寄りの交通機関・所要時間） 会場未定 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  首都圏に住み、鹿児島市に関心のある人 
○ 応募締切  ８月頃に応募予定 
○ 費用負担  未定 
○ そ の 他  詳細は７、８月頃公開予定 

（担当者から一言） 
 鹿児島市は、「あなたとわくわく マグマシティ」を合言葉に、鹿児島市に想いを寄せる市外の皆さんとともに、まちの未来を
紡いでいこうという思いで、まちづくりに取り組んでいます。“マグマ”は、鹿児島の象徴・桜島と、その環境が生み出した、まち
の雰囲気や市民の温かく、ときに熱い心、未来を紡ぐ力などを表現しています。 
 また、若い世代が、まちを楽しもうとする新たなムーブメントも生まれているので、ぜひ、鹿児島市を訪れて、その熱量を体感
してください。第２のふるさとと呼べる場所として、ぜひ鹿児島市へ。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名 鹿児島市広報戦略室 石原 
TEL  099-803-9547  E-mail  kou-senryaku@city.kagoshima.lg.jp   
URL：https://www.city.kagoshima.lg.jp/kouhousenryaku/cangokoto/index.html  

   
 

体験種目：地域づくり活動 

マグマシティ・鹿児島市のまち・人の熱量を体感
してみませんか？ 

ここでは、“まちを楽しもう”とするムーブメント
が起きています。 



若者の地方体験交流 募集概要 

鹿児島県枕崎市
まくらざきし

（人口：20,984 人）    

（体験内容等） 
枕崎市の自然や食の体験、施設見学など、参加者のご希望に合わせて内容を組み立てるオーダーメイド型のツアーを実施
します。農業体験や移住者・地元住民との交流会も行います。 

（受入期間） 随時（２泊３日程度を想定） 

（最寄りの交通機関・所要時間） 
鹿児島空港から車で約１時間 30 分、鹿児島中央駅から車で約１時間 15 分（ツアー参加者に対しては送迎あり） 

（応募要件・注意事項） 
○ 参加要件  地域との交流や移住を検討している方 
○ 応募締切  参加希望日の３週間前までに、下記お問合せ先に電話、郵送、メールで申し込むか、枕崎市ホームペー
ジの専用申込みフォームから申し込んでください。 
○ 費用負担  無料（現地までの交通費、現地での食費は自己負担） 
○ 宿泊施設  移住・交流お試し住宅「陽だまりの家」 
○ 食   事  提供なし（ただし、交流会費用（１食分）は無料） 
○ そ の 他  ツアー実施に伴う必要物品は、内容によって変わるため別途ご連絡します。 
（担当者から一言） 
海と山に囲まれた自然豊かな枕崎市は、気候も暖かく暮らしやすいまちです。そんな枕崎の魅力を実際に肌で感じていただ
きたいと思い今回のツアーを企画しました。枕崎でしか味わえない暮らしをぜひご体験ください。 

（お問合せ先） 
団体名・担当部署・担当者名  鹿児島県枕崎市・企画調整課・新屋敷（しんやしき） 
TEL 0993-72-1111（内線 225）  E-mail kikakutyosei@city.makurazaki.lg.jp   
URL：https://www.city.makurazaki.lg.jp/site/ijyu/11711.html  

   
 

体験種目：暮らし・イベント体験 

枕崎体験ツアー 

随時開催中！ 


